


令和2年度　社会共創イニシアティブ部会・研究会／実施計画書様式１(社会共創イニシアティブ様式　研-R2-1)

（実施期間：R2/4～R3/3）
· 適宜枠サイズを調整し，A4,1枚に収めて下さい．
	名称
	◯◯部会（◯◯◯研究会）

	研究・部会
テーマ
	〜に関する研究（研究会）
〜に関する地域課題収集（例）（部会）

	対象地域
	

	構成員
	所属
	職名・氏名

	代表者
	◯◯学部
	

	鹿児島大学
	◯◯学部
	

	鹿児島大学
	◯◯学部
	

	琉球大学
	◯◯学部
	

	地方自治体
	
	

	企業
	
	

	共同研究契約
	[bookmark: _GoBack]□契約締結済(○○年○月～○○年○月）　□締結予定(令和２年度内）
締結先：
※研究会の場合のみ

	地域課題
および目的
	（研究の背景（地域課題）と目的、解決すべきこと等）
〜本プロジェクトでは以下の○つのテーマについて取り組む。
1 〜を目指す
2 〜の評価をおこなう。

	研究の概要
	（対象（地域、ターゲット，顧客，団体等，地域住民層等）、開発調査研究方法、スケジュール）













	期待される
成果
	(地域課題解決の見通し、波及効果、次の段階のイニシアティブ(オープン実証ラボ，社会実装，地方創生等)への発展等)









	予算
	原材料費　千円
旅　　費　千円
印刷費　　千円
　 計　　 千円



令和2年度　社会共創イニシアティブ部会・研究会／成果報告書様式２(社会共創イニシアティブ様式　研-R2-２)

（実施期間：R2/4～R3/3）
· 適宜枠サイズを調整し，A4,1枚に収めて下さい．
	名称
	◯◯部会（◯◯◯研究会）

	研究・部会
テーマ
	

	代表者
	学部・職名・氏名　　
※構成員に変更があった場合はこちらに加筆ください。

	成果
	（実施内容，社会実装に向けた進捗，残る課題、収集された課題等を，適宜写真や図表を用いて簡潔にまとめて下さい。）
※報告書に記載しますので公表不可な内容は記載しないでください。























	発表
	（学会、論文、報道等）




	今後の展望

	（次年度以降の展開について，研究成果の更なる社会実装化の計画，オープン実証ラボへの発展可能性や予定，外部予算獲得予定等を含めて，ご自由に記載願います．）












※A４一枚以内にまとめてください。



